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１ はじめに 

千葉市は令和 3（2021）年 1 月 1日に市制施行１００周年を迎えます。 

この大きな節目を、下記の基本理念の元に取組みを進めることとしています。 

市民・企業・団体等の皆様の御理解と御協力をお願いいたします。 

【基本理念】 

 市制１００周年が、千葉市に関わる全ての人々にとって、本市の都市としての成長の歩みを振り返り、先人たち

の業績に感謝をするとともに、本市が日本の中で果たしてきた役割やその価値を見つめ直し、これを如何に未来

へ継承、発展させていくのかを考え、行動につなげていく機会となるように取組みを進める。 

２ 記念期間 

プレ期間 令和 2（2020）年 1 月 1日～令和 2（2020）年 12 月 31 日 

記念期間 令和 3（2021）年 1 月 1日～令和 3（2021）年 12 月 31 日 

３ 市制１００周年記念事業 

 市制１００周年記念事業には、千葉市市制１００周年記念協議会（以下、「協議会」といい

ます。）やその会員が行う基幹事業と、協議会会員以外の皆様が行う活動を協議会が認証する

認証事業があります。 

４ 認証事業でできること 

認証を受けると、次のことができるようになります。（無償） 

（１）ロゴマークの使用やのぼり旗の借用など、皆様の活動を１００周年で演出

①市制１００周年記念事業ロゴマーク及びキャッチフレーズを使用すること

※認証を受けずにロゴマーク又はキャッチフレーズを使用することはできません。

②冠「千葉市市制１００周年記念」をイベント名や事業名に付すこと

③市制１００周年記念のぼり旗を借用して掲出すること（P33）

④「千葉市のあゆみ」パネルの借用（B1 サイズ 10 枚組とタイトル 1 枚）（P31）

⑤市制１００周年記念リーフレットの支給を受けて配布すること（P32）

（２）市や協議会が実施する事業と一緒に、皆様の活動を市民の皆さんに広くお知らせ

・市制１００周年記念特設ホームページでの発信

・市制１００周年記念公式ＳＮＳ（Twitter，Facebook，Instagram）での発信

・千葉市市制１００周年記念事業推進プランへ掲載 など
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５ 認証制度の流れ 
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６ 認証の条件 

千葉市市制１００周年の趣旨に沿うものであれば、新たな取組みでなく、皆様が日ごろ

行っている事業や取組みについても、幅広く記念事業に位置付けることが可能です。 

  ただし、以下の条件がありますのでご留意ください。 

千葉市市制１００周年記園事業認証要綱第４条 

（１）千葉市市制１００周年の趣旨に沿うもの又は記念事業等の PR に有効であると認められること。 

（２）認証事業の実施者（以下「実施者」という。）が、次のいずれにも該当しないこと。 

ア 法令若しくは条例又は千葉市市制１００周年記念協議会（以下「協議会」という。）の規約に違反し、

又は違反するおそれがある者 

イ 市民税その他の公共料金を滞納している者 

ウ 千葉市暴力団排除条例（平成２４年千葉市条例第３６号）第２条に規定する暴力団、暴力団員又は暴力

団員等と密接な関係を有すると認められる者 

エ 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和２３年法律第１２２号）第２条に規定する風

俗営業に該当する事業又は類似する事業を行う者 

（３）事業の内容が、次のいずれにも該当すること。 

ア 市又は協議会が、特定の個人や事業者、団体、政党又は宗教団体を支援し、又は公認したと誤認するよ

うな印象を与えない、又は与えるおそれがないこと。 

イ １００周年の冠付けやロゴマーク等を自己の商標又は意匠として独占的に使用しない、又は使用するお

それがないこと。 

ウ 千葉市又は協議会の信用又は品位を傷つけない、又は傷つけるおそれがないこと。 

  エ 公序良俗に反しない、又は反するおそれがないこと。 

 

７ 認証の手続き 

（１）申請書類の提出（事業実施前） 

ア 提出していただく書類 

    千葉市市制１００周年記念事業認証申請書（様式第１号） 

イ 提出方法 

    電子メールのほか、郵送、持参、ＦＡＸでの申請も可能です。なお、電話での受付は

行っていません。 

  ウ 提出先 

千葉市市制１００周年記念協議会事務局 

    （千葉市総合政策局総合政策部都市アイデンティティ推進課） 

     ・電子メールアドレス：Chiba100th@city.chiba.lg.jp 

     ・住所 〒260-8722 千葉市中央区千葉港１－１ 千葉市役所本庁舎５階 

     ・FAX  043-245-5476 

エ 申請にあたってのお願い 

・ロゴマーク・キャッチフレーズの使用やのぼり旗等の借用など、希望する支援や希望

期間をあらかじめ決めてから申請してください。 

・申請書の内容を基に、ホームページやＳＮＳ等で事業をご紹介いたしますので、事

業・取組みの内容や実施期間、場所などについて、できる限り具体的に記載してく

ださい。（未定の場合は申請時点での予定をご記入ください。） 
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・印刷物の作製等については、実施期間の欄に使用、配付期間を記載してください。 

・のぼりなどの物品の借用期間につきましては、より多くの皆様に使用していただく

ため、使用後の速やかなご返却にご協力ください。 

・「千葉市市制１００周年記念」の冠付けをする場合、毎年実施する事業については、

原則として記念期間（令和３年１～１２月）での活用をお願いします。 

 

（２）認証の通知 

  申請書を受理したのち、市制１００周年記念事業として認証する場合は、原則として２

週間以内に認証通知書を送付します。残念ながら認証できない場合は、併せてその理由も

お知らせします。 

 

（３）事業・取組みの実施 

ア ロゴマーク及びキャッチフレーズの使用について 

・以下のホームページからデータをダウンロードして使用してください。他のデザイン

の使用を希望される方は、協議会事務局（都市アイデンティティ推進課 TEL 043-245-

5052）までお問い合わせください。 

http://www.city.chiba.jp/100th/logo/index.html 

・使用にあたっては、「千葉市市制１００周年記念事業ロゴマーク及びキャッチフレー

ズデザインガイドライン」(P18)の内容に沿った運用をお願いいたします。 

イ のぼり旗等の物品の借用について 

・物品は市役所開庁時にお渡しいたしますので、事前に来庁される日時を協議会事務局

までご連絡ください。 

・物品の運搬、設置、撤去等は使用者様でご対応ください。 

・使用者の故意または過失により、物品を紛失又は破損された場合は、修繕等の費用を

ご負担いただく場合がありますのでご容赦ください。 

 

（４）報告書の提出（事業・取組みの実施後） 

ア 提出する書類 

    千葉市市制１００周年記念認証事業実施報告書（様式第３号） 

イ 提出先及び提出方法 

    申請書と同様です。 

ウ 借用物品の返却 

  認証通知書に記載されている返却期日までに必ずご返却ください。次に借用される

方がいらっしゃる場合がありますので、ご協力をお願いします。 

 

（５）その他 

 申請前に、以下の参考資料をご確認いただきますようお願いします。 

・千葉市市制１００周年記念事業推進プラン(P8) 

・千葉市市制１００周年記念認証要綱(P14) 

・千葉市市制１００周年記念ロゴマーク及びキャッチフレーズ並びに１００周年の冠使

用に関する要綱(P16) 

・千葉市市制１００周年記念事業ロゴマーク及びキャッチフレーズデザインガイドライン(P18)  

4

http://www.city.chiba.jp/100th/logo/index.html


【様式第１号（申請書）】 

年  月  日 

（あて先）千葉市市制１００周年記念協議会会長 

団  体  名 

代表者 住所 

  職・氏名 

千葉市市制１００周年記念事業認証申請書 

千葉市市制１００周年記念事業認証要綱に基づいて、下記のとおり申請します。 

記 

①事業の名称

②事業の内容

③主催者

④実施期間 年  月  日 ～ 年  月  日 

⑤実施場所

⑥情報発信
＊同意いただける場合は

選択してください

□上記の①～⑤の情報をホームページや SNSで発信することに同意する

⑦認証の要件
＊要件を満たす場合は 

選択してください

□千葉市市制１００周年記念事業認証要綱第４条（認証の要件）

⑧冠称使用の有無
＊選択してください

□有 千葉市制１００周年記念

□無

⑨冠称以外で

希望する支援
＊希望する場合、 

選択してください

□市制１００周年記念事業ロゴマークの利用

□市制１００周年記念事業キャッチフレーズの利用

□市制１００周年記念のぼり旗の借用（希望枚数 枚） 

□のぼり旗と併せて、注水台とポールを借用

□「千葉市のあゆみ」パネルの借用（B1 サイズ 10 枚組とタイトル 1枚）

□市制１００周年記念リーフレットの支給 （希望枚数 枚） 

□その他（ ） 

＊借用物品の希望期間（ 年 月 日～ 年 月 日） 

⑩連絡先

住 所 
〒 

氏 名 

電話・FAX 

e-mail

※必要に応じて、事業の内容、ロゴマーク等の使用方法が分かる資料を添付してください。

８ 様式集 
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【様式第２号（通知書）】 

年  月  日 

団  体  名 ： 

代表者 住所 ： 

  職 氏名 ： 様 

千葉市市制１００周年記念協議会会長 

千葉市長  熊谷 俊人 

千葉市市制１００周年記念事業認証通知書 

 令和 年  月  日付で申請のありました件について、千葉市市制１００周年記念事

業認証要綱に基づいて、認証いたしましたので、下記のとおり通知いたします。 

なお、事業終了後速やかに、様式第３号「事業実施報告書」の提出をお願いいたします。 

記 

受付番号 

事業の名称 

冠称使用の有無 
□有 千葉市制１００周年記念

□無

冠称以外の支援 

□市制１００周年記念事業ロゴマークの利用

□市制１００周年記念事業キャッチフレーズの利用

□市制１００周年記念のぼり旗の借用（ 枚） 

□のぼり旗と併せて、注水台とポールを借用

□「千葉市のあゆみ」パネルの借用（B1 サイズ 10 枚組とタイトル 1枚）

□市制１００周年記念リーフレットの支給 （ 枚） 

□その他（ ） 

＊物品の借用期間（令和 年  月  日～  年  月  日） 

（問い合わせ先） 
千葉市市制１００周年記念協議会事務局 
千葉市総合政策局総合政策部 
都市アイデンティティ推進課 
【電話】043-245-5660 
【Ｆａｘ】043-245-5476 
【ｍａｉｌ】Chiba100th@city.chiba.lg.jp 
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【様式第３号（報告書）】 

年  月  日 

（あて先）千葉市市制１００周年記念協議会会長 

団  体  名 

代表者 住所 

  職 氏名 

千葉市市制１００周年記念認証事業実施報告書 

 認証事業が終了いたしましたので、千葉市市制１００周年記念事業認証要綱に基づき、 

下記のとおり報告します。 

記 

① 受付番号

② 事業の名称

③ 主催者

④ 実施期間   年  月  日 ～ 年  月  日 

⑤ 実施場所

⑥ 事業実績

おおよその

集客人数/個数など

⑦ 返却物
＊選択してください

□市制１００周年記念のぼり旗の借用（ 枚） 

□のぼり旗と併せて、注水台とポールを借用

□「千葉市のあゆみパネル」の借用（B1 サイズ 10 枚組とタイトル 1枚）

□市制１００周年記念リーフレットの残部 （返却枚数 枚） 

□その他（ ） 

⑧ 写真
＊事業の内容、冠称等の

利用方法がわかる写真を

２枚程度、貼付してくだ

さい。

⑨ 連絡先
氏 名 

電 話 

※ロゴマーク等を使用した制作物等を２式以上ご提供ください。

※必要に応じて、事業の実施状況が分かる書類を添付してください。
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千葉市市制１００周年記念事業 

推進プラン 

令和元（2019）年１１月１９日 

千葉市市制１００周年記念協議会 

9 千葉市市制１００周年記念事業推進プラン 
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１．基本コンセプト 

（１）基本理念

（２）基本方針

基本理念に基づき、市制１００周年記念事業の実施に向けた取組みの基本方針を、次のとおり定める。

（３）記念事業の実施期間

① プレ期間

市制１００周年について広く周知して機運を高めるとともに、都市としての１００年の成長のあゆみ

について情報を発信して市民が振り返るきっかけとするほか、未来のまちづくりについて市民が自ら

考える機会を提供する。 

② 記念期間

市主催・共催事業だけでなく、市民、企業、団体等の主体が自ら事業を展開し、次の世代に何を

継承し、発展させていくかを考える機会を創出するとともに、それぞれの主体が連携して一体となっ

て取り組む事業を実施することで、千葉のまち全体で未来に向けて考え、行動する。 

プレ期間 ： 令和２（2020）年１月１日～令和２（2020）年 12月 31日 

記念期間 ： 令和３（2021）年１月１日～令和３（2021）年 12月 31日 

市制１００周年が、千葉市に関わる全ての人々にとって、本市の都市としての成長の歩

みを振り返り、先人たちの業績に感謝をするとともに、本市が日本の中で果たしてきた役

割やその価値を見つめ直し、これを如何に未来へ継承、発展させていくのかを考え、行動

につなげていく機会となるように取組みを進める。 

1. 千葉市に関わるすべての市民・企業・団体を主体とする。

2. すべての主体は、千葉市の歴史、文化、自然について、学ぶとともに、その固有の魅力を積

極的に発信をし、郷土への愛着と誇りを醸成する。

3. すべての主体は、現在の千葉市の状況を正しく理解をし、「郷土 千葉市」を未来へ持続的に

引き継いでいくことができるように、本市の未来のあり様や担うべき役割について、主体的に考

え、互いに連携しながら、行動をする契機とする。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6

● ● ●

2022

2019年 2020年 2021年 2022年年

月

日
程

2019年度 2020年度 2021年度年度

記念期間

100日前

準備期間
プレ期間

1年前

9/231/1

100周年

1/1

秋

91



（４）実施体制

① 市制１００周年記念事業実施本部

庁内組織として、市長を本部長とする実施本部を設置する。 

次期基本計画策定本部と一体で組織する。 

② 市制１００周年記念協議会

 市制１００周年記念事業の積極的かつ円滑な推進を図るため、市内経済団体・学術関係団体等に

より組織する。構成団体の独自の活動を相互に支援するとともに、構成団体同士が連携して活動す

る。 

（５）市制１００周年記念事業の計画体系

【実施本部】

本部長：市長

本部員：副市長

教育長

各局長

各区長 ほか

千葉市
市制１００周年記念協議会

【実施事務局】

都市アイデンティティ推進課

【市民】

市民団体、NPO、町内自治会等

【企業】

【団体】

経済団体、大学、財団等

相互に

連携
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２．記念事業の実施 

（１）実施方針

主な取組みのスケジュール 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6

● ● ●

ｽ
ﾃ

ｰ

ｼ
ﾞ
Ⅰ

「
知
る

」

ｽ
ﾃ

ｰ

ｼ
ﾞ
Ⅱ

「
考
え
る

」

ｽ
ﾃ

ｰ

ｼ
ﾞ
Ⅲ

「
行
動
す
る

」

年

月

主
な
事
業

日
程

2019年度 2020年度 2021年度年度 2022

2019年 2020年 2021年 2022年

記念期間

100日前

準備期間
プレ期間

1年前

9/231/1

100周年

1/1

●記念誌等発行

市政だよりコラム連載

●記念式典

こども・若者の力 ワークショップ

千葉市未来まちづくり研究所（市民ｼﾝｸﾀﾝｸ）

市主催・共催事業、民間事業者・団体の事業

●ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

●ﾜｰﾙﾄﾞｶﾌｪ「千葉市100人未来会議」

●特設ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ開設

SNS等による情報発信

(仮称)千葉市まち博覧会

（協議会主催事業）
春・夏 秋
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（２）市制１００周年への関わり方

千葉市に関わるすべての市民・企業・団体が、それぞれの活動を通じて、互いに連携しながら、節目

としての市制１００周年に関わる。 

ア．事業を展開する

市民・企業・団体・行政の活動に、「千葉市制１００周年記念」の

冠を付し機運の醸成を図るとともに、都市の歩みを知り、未来につ

いて考え、行動する機会を創出する。 

イ．発行物・ホームページ・ＳＮＳ等へ掲載する

発行物や電子媒体への、ロゴマーク・キャッチフレーズや千葉市の歴史、魅力の掲載などにより、

より多くの人々が千葉市の過去・現在を知り、未来を共有できるような発信をする。 

（例） 機関紙・会報への掲載、ホームページへのリンク、 

啓発物品を身に着けての活動等 

ウ．ポスターやのぼり旗を掲出する

店頭へのポスター掲示、企業・団体等が主催するイベントでのパネル展

の実施やのぼり旗の掲出などを通じて、市制１００周年のＰＲを行う。 

エ．協賛物品・協賛金で支援をする

① 協賛物品の提供

商品を協賛物品として提供することで、市制１００周年の活動を支援する。なお、協賛物品には

企業名の掲載を可能とし、共に市制１００周年に取組む企業として PR をする。

② 協賛金の提供

協賛金を提供することで、市制１００周年の活動を支援する。協賛企業は市制１００周年のホー

ムページ等で紹介する。

オ．関連商品を開発し活用する

企業の商品名称に市制１００周年を取り込んだものや、包

装等にロゴマークを採用するなど、商品を１００周年仕様で

開発し販売する。商品は市制１００周年のホームページ等

で紹介する。 

（例） 菓子、衣料品等 

［ワールドカフェ］ 

［公用車を活用したＰＲ］ 

［月星餅どら（虎屋）］ 
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３．記念事業 

（１）事業構成

「１．基本コンセプト」「２（１）実施方針」に基づき、実施する事業を次のとおり分類する。

【基幹事業】 

市制１００周年記念事業は協議会及び協議会構成員が実施する取組みを基幹として、基本理念の達

成に向けて推進する。 

【認証事業】 

市制１００周年を多様な主体による活動の機会とするため、協議会に

よる認証制度を設ける。 

 認証を受けた個人・団体は、「千葉市制１００周年記念」と表記

し、ロゴマークやキャッチフレーズを使用することができる。

 認証事業は、市制１００周年の公式ホームページなどに掲載し、

基幹事業と一体的に発信する。

 認証にかかわる事務は、「千葉市１００周年記念事業ロゴマーク

及びキャッチフレーズ並びに市制１００周年の冠使用に関する要

綱」に基づき、協議会事務局（都市アイデンティティ推進課）が処

理する。

（２）市制１００周年記念事業一覧【別冊】

【市制１００周年記念事業ロゴマーク】 

市の木「ケヤキ」と市民の笑顔を表現して 

います。 

【市制１００周年記念事業キャッチフ

レーズ】

積み重ねてきた百年という年月と、それを携え

て未来へと進む姿を表現しています。 
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10 千葉市市制１００周年記念事業認証要綱 

（目的） 

第１条 この要綱は、千葉市市制１００周年記念事業（以下「記念事業」という。）のうち、千葉市市制１００周年

記念協議会会則第２条第１項第３号に規定する認証事業の認証について必要な事項を定めるものとする。 

（実施期間） 

第２条 事業の実施期間は、令和 2 年 1 月 1 日から令和 3 年 12 月 31 日までとする。ただし、千葉市市制１００

周年記念協議会会長（以下「会長」という。）が特に必要があると認めたときは、この限りでない。 

（実施者への支援） 

第３条 会長は、認証事業の円滑な実施や効果的なＰＲのため、実施者の希望に応じ、以下の各号に掲げる支援

を行うことができる。 

（１）事業への１００周年の冠付け

（２）市制１００周年記念事業ロゴマーク・キャッチフレーズ（以下「ロゴマーク等」という。）の使用

（３）啓発物品の貸出し又は支給

（４）その他会長が特に必要と認める支援

（対象事業） 

第４条 認証の対象となる事業は、以下の各号に該当すると会長が認めた事業とする。 

（１）千葉市市制１００周年の趣旨に沿うもの又は記念事業等の PR に有効であると認められること。

（２）認証事業の実施者（以下「実施者」という。）が、次のいずれにも該当しないこと。

ア 法令若しくは条例又は千葉市市制１００周年記念協議会（以下「協議会」という。）の規約に違反し、

又は違反するおそれがある者 

イ 市民税その他の公共料金を滞納している者

ウ 千葉市暴力団排除条例（平成２４年千葉市条例第３６号）第２条に規定する暴力団、暴力団員又は暴力

団員等と密接な関係を有すると認められる者

エ 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和２３年法律第１２２号）第２条に規定する風

俗営業に該当する事業又は類似する事業を行う者

（３）事業の内容が、次のいずれにも該当すること。

ア 市又は協議会が、特定の個人や事業者、団体、政党又は宗教団体を支援し、又は公認したと誤認するよ

うな印象を与えない、又は与えるおそれがないこと。

イ １００周年の冠付けやロゴマーク等を自己の商標又は意匠として独占的に使用しない、又は使用するお

それがないこと。

ウ 千葉市又は協議会の信用又は品位を傷つけない、又は傷つけるおそれがないこと。

エ 公序良俗に反しない、又は反するおそれがないこと。

（認証の申請） 

第５条 認証事業を実施しようとする者は、あらかじめ会長の認証を受けなければならない。 

２ 前項の規定による認証を受けようとする者は、「千葉市市制１００周年記念事業認証申請書」（様式第１号）に

次に掲げる書類を添えて、あらかじめ会長へ提出しなければならない。 

（１）事業の内容が分かる資料

（２）ロゴマーク等の使用方法が分かる資料

14



（３）その他会長が必要と認める書類 

３ 前２項の規定は、次条に規定する認証を受けた後に、事業の内容を変更する場合について準用する。 

（認証の通知） 

第６条 会長は、申請書の内容が第３条の各号に該当すると認める場合は、当該事業を認証事業として認証し、実

施者に対して「千葉市市制１００周年記念事業認証通知書」（様式第２号）より通知する。 

２ 前項の規定により事業を認証する場合、会長は、必要な条件を付すことができる。 

（不認証の通知） 

第７条 会長は、申請のあった事業を認証しない場合は、実施者に対してその理由とともに通知するものとする。 

（使用方法） 

第８条 第６条の規定により認証を受けた者がロゴマーク等を使用する場合は、「千葉市市制１００周年記念事業

ロゴマーク及びキャッチフレーズデザインガイドライン」その他別に会長が定める規程に従わなければならない。 

（料金） 

第９条 第３条各号に掲げる支援に対する料金は、無料とする。 

（認証の取消し等） 

第１０条 会長は、次の各号のいずれかに該当する場合は、認証を取り消し、実施者に対し、事業の中止やロゴマ

ーク等の使用物件、貸出物品の回収等の措置を命ずることができる。 

（１）実施者がこの要綱に定める事項に違反した場合 

（２）実施者が認証に付した条件に違反した場合 

（３）申請書の内容に虚偽のあることが判明した場合 

（４）その他会長が適当でないと認めた場合 

２ 会長は、使用者に事業の実施状況等について報告をさせ、又は調査をすることができる。 

（認証を受けないで事業を実施した場合等の措置） 

第１１条 会長は、認証を受けずに認証事業と偽って事業を実施又は事業を実施しようとしている者に対し、事業

の中止を求めるものとする。 

（事業の報告） 

第１２条 実施者は、認証事業が終了した場合、「千葉市市制１００周年記念認証事業実施報告書」（様式第３号）

に次に掲げる書類を添えて、速やかに会長に報告しなければならない。 

（１）事業の実施状況が分かる資料 

（２）冠付けやロゴマーク等を使用した制作物 

（３）その他会長が必要と認める書類 

（責任の制限） 

第１３条 第６条の規定に基づき事業を認証した場合又は、第１０条から第１１条までの規定により事業の認証

を取り消し、又は事業の中止等を求めた場合において、その相手又は第三者に対して損害又は損失を与えた場合

でも、協議会は、損害賠償、損失補償その他の法律上の責任を一切負わない。 

（その他） 

第１４条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、会長が別に定める。 

附 則 

この要綱は、令和元年 12月 24 日から施行する。 
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11 
千葉市市制１００周年記念事業ロゴマーク及びキャッチフレーズ並びに１００周

年の冠使用に関する要綱 

（目的） 

第１条 この要綱は、千葉市市制１００周年又は千葉市市制１００周年記念事業（以下「記念事業等」という。）の

効果的なＰＲを図るため、千葉市市制１００周年記念事業ロゴマーク及びキャッチフレーズ並びに１００周年の

冠（以下「ロゴマーク等」という。）の使用について、必要な事項を定めるものとする。 

（使用期間） 

第２条 ロゴマーク等の使用期間は、令和 2 年 1 月 1 日から令和 3 年 12月 31 日までとする。ただし、ロゴマーク

等を使用する事業の準備、周知等のため必要があると認められるときは、この限りでない。 

（使用の条件） 

第３条 ロゴマーク等の使用にあたっては、以下の各号の条件を満たすものとする。 

（１）ロゴマーク等を使用する事業について、千葉市市制１００周年記念協議会会長（以下「会長」という。）に

よる認証事業の認証を受けていること。ただし、次に掲げる場合については、この限りでない。 

ア 協議会又は協議会の会員が使用する場合

イ 報道機関が報道の目的に使用する場合

ウ その他会長が承認を要しないと認めた場合

（２）ロゴマーク等を使用する内容が、千葉市市制１００周年の趣旨に沿うもの又は記念事業等の PR に有効であ

ると認められること。 

（３）ロゴマーク等の使用者が、次のいずれにも該当しないこと。

ア 法令若しくは条例又は協議会の規約に違反し、又は違反するおそれがある者

イ 市民税その他の公共料金を滞納している者

ウ 千葉市暴力団排除条例（平成２４年千葉市条例第３６号）第２条に規定する暴力団、暴力団員又は暴力

団員等と密接な関係を有すると認められる者

エ 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和２３年法律第１２２号）第２条に規定する風

俗営業に該当する事業又は類似する事業を行う者

（４）ロゴマーク等を使用する内容が、次のいずれにも該当すること。

ア 市又は協議会が、特定の個人や事業者、団体、政党又は宗教団体を支援し、又は公認したと誤認するよ

うな印象を与えない、又は与えるおそれがないこと。

イ 自己の商標又は意匠として独占的に使用しない、又は使用するおそれがないこと。

ウ 千葉市又は協議会の信用又は品位を傷つけない、又は傷つけるおそれがないこと。

エ 公序良俗に反しない、又は反するおそれがないこと。

（使用方法） 

第４条 ロゴマーク等の使用にあたっては、「千葉市市制１００周年記念事業ロゴマーク及びキャッチフレーズデ

ザインガイドライン」その他別に会長が定める規程に従わなければならない。 

（使用料） 

第５条 ロゴマーク等の使用に対する料金は、無料とする。 

（使用中止の命令等） 

第６条 会長は、次の各号のいずれかに該当する場合は、使用者に対し、ロゴマーク等の使用中止、使用物件の回

収等の措置を命ずることができる。 
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（１）使用者がこの要綱に定める事項に違反した場合

（２）認証事業の認証の取り消し、又は当該事業の中止の命令があった場合

（３）その他会長が適当でないと認めた場合

２ 会長は、使用者にロゴマーク等の使用状況等について報告をさせ、又は調査をすることができる。 

（責任の制限） 

第７条 前条の規定によりロゴマーク等の承認を取り消し又は使用の停止を求めた場合において、その相手又は

第三者に対して損害又は損失を与えた場合でも、協議会は、損害賠償、損失補償その他の法律上の責任を一切負わ

ない。 

（その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、会長が別に定める。 

附 則 

この要綱は、令和元年 11月 19 日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和元年 12月 24 日から施行する。 
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千葉市市制100周年記念事業

ロゴマ ー ク及びキャッチフレ ー ズ

デザインガイドライン

2019年12月

〇舌罰］

12 
千葉市市制１００周年記念事業ロゴマーク及びキャッチフレーズ 

デザインガイドライン 
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13 「千葉市のあゆみ」パネル 

 

 

 

 

・千葉市の市制施行時からの千葉市の主な出来事や、千葉市の変遷が分かるデータな

どをご紹介するパネルです。 

・B1(幅 730mm×高さ 1,030mm)のパネル 10枚とタイトルパネル 1枚を組み合わせて展

示していただくだけで、千葉市のあゆみを、写真入りで出来事とデータで振り返るパ

ネル展となります。 

・主に室内展示用のスチレンボード製のものと、主に室外用のアルミ製のものの 2種

類があります。重量はありますが、パネルを自立させるための備品もご用意できま

す。 
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14 市制１００周年記念リーフレット 

A3 両面印刷の 2つ折りで、パネル展の内容と同じく、千葉市の市制施行時からの千葉

市の主な出来事や、千葉市の変遷が分かるデータなどをご紹介しています。 
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15 市制１００周年記念のぼり旗 

・市制 100 周年のロゴマークとキャッチフレーズを用いたのぼり旗です。

・のぼり旗のサイズは 600mm×1800mm です。（注水台及びポールを除く）

・のぼり旗と併せて、注水台とポールも借用できます。
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認証事業の進め方、ロゴマーク・キャッチフレーズ使用の手引き 

千 葉 市 市 制 １ ０ ０ 周 年 記 念 協 議 会 事 務 局 

千葉市総合政策局総合政策部都市アイデンティティ推進課  

電 話  ０４３－２４５－５６６０ 

 FAX  ０４３－２４５－５４７６ 

Email  Chiba100th@city.chiba.lg.jp 
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